


Ⅰ.団体の社会的役割 Ⅱ.事業の背景・社会課題

(1)申請団体の目的

(2)申請団体の概要・事業内容等

入力数 (1) 186 字 (2) 190 字 入力数 744 字

Ⅲ.申請事業

入力数 195 字

・概要：
公益１事業：地域起業家向けの実践型の起業プログラム『JAPAN CHALLENGER AWARD』の運営。
公益2事業：全国の高校生を主体とした起業体験プログラムなど起業教育

・事業内容：起業家の発掘、育成、発表、経営支援
・組織体制

理事：経営・金融・IT・観光・SDGs・シングルマザーなどの各専門の経営者
運営事務局：若手起業家、起業に関心の高い学生など

(1)申請事業の概要

実行団体（事業者）のプレゼンテーション（プレゼンから結果までYouTubeにて配信）
実施時期：2021年９月より３度実施（年度内２回、来期7月まで１回）
実施場所：オンライン（ZOOM）※状況に応じて変更
登壇者のメインターゲット：シングルマザー（女性事業者）の事業者（起業家）やNPO団体など
・すでに1年程度事業をしている団体や社会事業者で、全国から応募
発表者数：1回あたり最大5社

新型コロナウイルス感染症により深刻化した社会課題

目的は、地方創生（ソーシャル）事業を行うベンチャーがITベンチャーと同様主流となり、地方をより盛り上げるこ
と。
そのために国内に在住する者に対して、自分の実現したい「事業」を果敢に挑戦する人々の発掘、育成、発表、
事業まで総合的にサポートするためのプロデュースを行なっている。
地方創生を推進することで、最終的には、日本が起業後進国から起業先進国へ仲間入りすることを目指す。

・シングルマザー起業家（女性事業者）の事業の困窮化
コロナ禍で従来のビジネスモデルが崩れ、美容室、飲食業等、女性が活躍する分野において、「人と接する」
サービス業が深刻化している。とくに貧困などに取り組む社会起業家は「人に接する」活動ことが多い。我が国に
おいて社会起業家育成は重点課題であり、中でも社会課題解決を目的に起業したシングルマザー事業者は日
本の宝である。そのため、これらシングルマザー社会起業家を支援することが重要である。

・公共サービスにおける財政の逼迫
アフターコロナでは、財政逼迫のため、社会保障、公共サービスの質の確保が難しいことも考えられ、ソーシャル
ビジネスの重要性がさらに高まることが予想される。また公益活動に対しての国の補助や助成金など先細りが想
定され、NPO法人から収益性も重要視するソーシャルビジネスへの普及活動も重要になる。
一方でソーシャルビジネスは、利益が先行しないため投資家等からの支援が限定的であるため、当プロジェクト
の必要性が大きい。

・事業者のモチベーション低下
長引くコロナ禍において、常にモチベーションを保ち前に進み続けることができる事業者は多くない。そのため、
当プロジェクトを通して困難に向き合い、いかに打開するか、アドバイスや支援金などを通したサポートが必要だ。
しかし、支援金を得て終わりではなくさらに事業をグロースさせるためのマネジメントがもっとも大事であるため当
団体がサポートを行う。

・従業員の雇用確保（特にシングルマザーの雇用確保）
経営が厳しい状況下で、従業員の確保は著しく厳しいのが現実であり、実際離職を余儀なくされる人も多い。そ
のため、アフターコロナに向けて現状の体制を整え雇用確保に向けた計画及びビジョンを明確化する。



資金分配団体として、実行団体に伴う伴走支援について

❶事前評価、事後評価の実施についての支援

❷月１回の実施状況の確認と事業実施に関する助言等

❸事業の実施状況・取り組み事例の共有に資する情報公開等

❸必要に応じて、活動サポート、マッチング実施など

❹事業の実施状況、取り組み事例の共有に資する情報公開を当団体のサイトで紹介

❺理事会、取締役会でのオブザーバー参加、実施状況の確認と事業実施に関する助言等

入力数 201 字

(2)活動(資金支援)（実行団体の活動想定） 時期

１. コロナ感染の影響を受けたシングルマザー起業家の支援
社会課題解決に取り組んでいるシングルマザーに対して、資金提供とアフターコロナに向けた事業のブラッシュアップや事業転換などの経営サポートを行う。
シングルマザー雇用確保（拡大）のため、マネジメントのアドバイスなどサポートする。

2021年８月より

３. コロナ感染の影響で「人」と接することで困難になった子ども食堂などを運営する事業の支援
本業と子ども食堂を運営してきた事業者へ、今後継続して事業を行う上で業態転換などの経営サポートを行う。

2021年８月より

(3)活動（資金分配団体による伴走支援） 時期

2021年９月より2ヶ月に1度実施

2021年９月より2ヶ月に1度実施

2021年９月より2ヶ月に1度実施

2021年９月より2ヶ月に1度実施

2021年９月より2ヶ月に1度実施

2021年９月より年度内に2度実施

(4)今回の事業実行を通じた目標 実施・到達状況の目安とする指標 把握方法 目標値/目標状態 目標達成時期

目標：シングルマザー起業家の事業継続
└特に対面にて行うサービス業
└シングルマザーの雇用をしている場合雇用確保

・コロナの影響を受けた、シングルマザー起業
家のセミナー参加者数（１００名）
└上記2つから5社から10社（団体）分配団体
決定

中長期的に、質的・量的に把握できるヒアリン
グやアンケートの実施。当団体がシングルマ
ザー起業家にメンターとしてサポートし、実施
する。

・目標値：5名から10社のスタートアップ事業を
3年以内にアーリーステージまで伸ばすこと
（但し、すでに事業を数年以上行っている起
業家についても新事業を考案し、さらに次の
ステージに伸ばす、または事業モデルを刷新
する）
・実行団体のシングルマザーの安定した雇用
確保と拡大

2025年７月

(5)事業実施後（1年後）以降に目標とする状態

シングルマザー起業家を主体として分配した実行団体5社から10社を通じて、事業が継続できている状態。
事業が回復し、さらに社会的により良い影響がある社会起業家として活躍している。
「稼ぐビジネス」は前提に、アフターコロナに対応をした事業ができているビジネスモデルにすること。
なお分配先がNPO法人の場合、持続可能なマネタイズが明確となり、助成金や補助金に頼らないマネジメントに移行している状態を目指す。

２. コロナ感染の影響を受けたシングルマザーの働く場の支援
シングルマザーシェアの雇用と安全・安心な場所であるシングルマザーシェアハウスを運営やそれらに関わる事業者への新たな収益モデル構築などサポートを行う。 2021年８月より



Ⅳ.実行団体の募集

Ⅴ.事業実施体制

(1)採択予定実行団体数 5団体 (2)１実行団体当たり助成金額 300万円〜1000万円

(3)申請数確保に向けた工夫

・当団体の全国のネットワーク、自社サイトでの案内
・一般社団法人日本シングルマザー支援協会のネットワーク、自社サイトでの案内
・一般社団法人販売促進士日本フードアドバイザー協会
・理事のネットワークを通じた、対象者への直接のアプローチ
・オンラインシンポジウムの事前開講による、当プロジェクトの認知拡大

└テーマ：いかに社会課題を持続可能な事業にするか
└当団体藤野英人会長理事（レオスキャピタルワークス社長）と江成道子理事の対談など

・当団体の友好団体やソーシャル系メディア（オルタナ）への連携における継続したメディア発信

テーマ：「社会課題を解決し持続可能な事業を目指しているか」
・審査基準：
（1）社会課題（ソースシャルビジネス）と自分ごととして、しっかり向き合っているか
（2）持続可能なプログラムであるか、具体的な計画になっているか。
（3）起業家（代表）のマネジメント力
・審査員候補：

- 江成道子氏（一般社団法人 日本シングルマザー支援協会代表理事・当団体理事）
- 片山ます江氏（社会福祉法人伸こう福祉会専務理事 アショカシニアフェロー、シュワブ財団 Social Entrepreneur of the year）
- 森節氏（株式会社オルタナ代表取締役社長兼編集長）他、幹部社員
- アシル・アハメッド氏（著書『グラミンのソーシャル・ビジネス 増補改訂版 世界の社会的課題に挑むイノベーション』）

・採択決定の流れ：
審査員の点数にて合格ラインを超えた事業所の中から、当団体の理事会にて話し合いをし最終決定をする。

(4)予定する審査方法
 (審査スケジュール、審査構成、
留意点等）

一般社団法人日本シングルマザー支援協会（共同事業体）、一般社団法人販売促進士日本フードアドバイザー協会、サステナブルビジネスマガジンオルタナ

(3)想定されるリスクと管理体制
状況に応じて、オフラインイベントにする可能性がありイベント運営における接触が懸念される。
その際には、現地での発表者及び運営者がPCR検査を受け陰性の場合のみ現地参加する、当日は体温をはかりマスク着用の徹底をすることで対策を行う。

(1)メンバー構成と各メンバーの役割

(2)他団体との連携体制






